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研究成果の概要（和文）：１）視覚的QOLを評価するためアンケートVFQ-25の結果をRaschスコア化し、緑内障患
者の両眼HFA24-2/10-2視野重ね合わせ視野スコアが、QOLと強く相関すること明らかにした．２）緑内障患者の
中心10°内視野（機能）とOCT所見（形態）から視力維持に必要な視野と眼底の領域を特定した．３）OCT 
Angiography（OCTA）を用いて広義POAG眼の視神経乳頭周囲毛細血管網の減少と黄斑部血管密度（FD, flow 
density）低下を報告した．緑内障眼では中心窩無血管領域(FAZ）は拡大、変形し、黄斑部視野障害と強く関連
することを明らかにした.

研究成果の概要（英文）：1) In order to evaluate the visual QOL, the results of the questionnaire 
VFQ-25 were converted into Rasch scores, and it was reported that the binocular HFA24-2 / 10-2 
visual field superimposition visual field score of glaucoma patients strongly correlates with QOL. 
2) From the central 10°visual field (function) and OCT findings (morphology) of glaucoma patients, 
the visual field and fundus region necessary for maintaining vision were identified. 3) Using OCT 
Angiography (OCTA), we reported a decrease in the capillary network around the optic nerve papilla 
in the broad sense POAG eye and a decrease in the blood density (FD, flow density) in the luteal 
spot. In glaucoma eyes, the central fossa avascular region (FAZ) was enlarged and deformed, and it 
was reported that it was strongly associated with luteal visual impairment.

研究分野： 眼科学

キーワード： 緑内障　Quality of life（QOL）　ハンフリー視野　VFQ-25 Raschスコア　光干渉断層計（OCT）　網膜
神経線維層　OCT血管造影　黄斑部毛細血管網

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
この研究は緑内障患者の視覚的QOLを生涯にわたって守るための治療と管理のスタラテジー構築のための基礎的
研究となった．両眼重ね合わせ視野を用いた視野スコアはQOLとその経時的の評価の指標となる可能性が高い．
また、視力維持に必要な眼底と視野の領域を検出したことは、視力低下のリスク評価にとって重要で、重症度判
定の一つの基準になると考えられる．新しい臨床検査のひとつであるOCTAによって、緑内障の中心窩障害と進行
のリスクを評価できる可能性があり、個別化治療の指標となりうると考えられた．超高齢化社会を迎えている日
本の緑内障患者のQOL予後の改善に貢献することが期待できる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

原発開放隅角緑内障（POAG）広義を代表とする緑内障に対する治療と管理は生涯にわたって続く．

超高齢化を迎えた日本では、患者の緑内障治療の期間は次第に延長し、70 歳代以降の高齢で視

覚障害に認定される患者数が増加しているとの報告がある．緑内障治療の目的は患者の QOL

（Quality of Life；生活の質）の維持である．しかし、緑内障による視覚機能の低下と QOL の

関係そのものが、まだ十分に解明されたとは言い難く、また緑内障患者の生涯の QOL の維持とい

う観点で、患者個別にどのように治療と管理されるのが適切なのかということも明らかにされ

ていない．さらに高齢化が進むと予想される日本にとって社会的に重要な課題の一つである． 

 

２．研究の目的 

この研究の目的は、緑内障患者の視覚的 QOL を生涯にわたって守るための治療と管理のスタラ

テジーを確立すること．そして、この研究の目標は、1)緑内障患者の黄斑部の機能（視野）と形

態（眼底）を分析し、視力維持のための治療、管理の方法を確立すること、2)緑内障患者の QOL

を的確に反映する視野スコアの方法を開発し、QOL を主体とした長期経過観察の方法を提案する

こと、 3)前視野緑内障の病態を明らかにし、進行の可能性を予想し、適切な治療、管理の方法

を考案すること、である． 

 

３．研究の方法 

研究計画（１）：OCT と視野、つまり形態と機能の両面から緑内障眼を管理し、QOL に直結する視

力および中心視野を維持するための新しい経過観察と治療の方法を確立する．    

①緑内障による視野障害進行によって矯正視力が 1.0 未満に低下した症例と 1.0 以上の症例に

おける黄斑部の網膜内層障害と中心 10°以内視野障害の進行過程を後ろ向きに比較し、視力良

好例と低下例の機能と形態の相関における違いを明らかにする．②黄斑部網膜内層厚変化と中

心 10°以内視野検査の結果を組み合わせて、視力低下を予測する方法を考案する．③視野障害

の進行によって矯正視力が 1.0 未満に低下した症例のうち、緑内障手術としてマイトマイシン C

併用トラベクレクトミー（MMC レクトミー）を行った症例について、レトロスペクティブに手術

後の眼圧経過、視力経過、視野の障害パターンとの関係を調べる．  

研究計画（２）：視野検査結果から QOL を的確に推定、経時的にモニターする視野スコアを開発

し、新たな重症度判定の方法を確立する． 

QOL と関連する視野スコアの一つとして両眼のハンフリー視野 24-2、10-2 プログラムによる計

４つの測定結果を重ね合わせた HDIVF が有効である可能性について検討した．①HDIVF スコアを

PCソフト上で自動計算化し、後ろ向きに過去にVFQ-25アンケート調査を行った結果によるRasch

スコアとの相関について検討する．②現在の標準的視野検査は片眼を遮蔽して片眼ずつ行われ

る．私たちは両眼開放した状態で日常生活を送っており、このギャップは視野検査結果からの

QOL 理解する方法をより複雑にしている．新たに開発されたヘッドマウント型視野計アイモ AC

は両眼を開放した状態で視野検査が可能で、より生理的条件での視野検査結果が得られる可能

性がある．  

研究計画（３）：前視野緑内障の病態を明らかにし、進行を予想させる形態的と機能的特徴を明

らかにする．OCTA を用いた予備的研究によって、緑内障眼における黄斑部血管変化は、すでに



前視野緑内障において生じていること、緑内障眼の OCT によって最も早期に検出できる形態変

化である可能性について発見した．①前視野緑内障 100 眼について、６M毎の HFA 視野検査、OCT

による網膜内層厚測定、OCTA による視神経乳頭、黄斑部血管密度測定、レーザースペックル血

流計（LSFG）による視神経乳頭、黄斑部血流測定を繰り返す．経時変化によって進行症例を抽出

し、臨床的特徴を明らかにする．  

 

４．研究成果 

１）緑内障眼の視野と QOL の関連に関する研究：原発開放隅角緑内障（POAG）、正常眼圧緑内障

（NTG）（あわせて広義 POAG）患者のハンフリー視野（HFA）と VFQ-25 による QOL スコアの相関

を検討し、HFA 平均偏差（Mean deviation、MD 値）や Visual Field Index (VFI 値)の悪化に伴

い QOL スコアは低下すること、視野をクラスタ（領域）に分割した場合、クラスタ毎に QOL への

影響が異なる事を報告した(Sawada H. Grafes Clin Exp Ophthalmol:2010, J Glaucoma, 2014)．

さらに VFQ-25 の結果を Rasch スコア化し検討した．従来の両眼 HFA24-2 視野測定結果を重ね会

わせる方法に加えて、両眼の 10-2 測定結果の重ねあわせる（高密度重ね合わせ視野：HDIVF）こ

とでよって QOL スコアとの相関の高い視野スコアが得られることを発見した（福地健郎：臨床眼

科、2021、図 1A）．VFQ-25 Rasch スコアと HFA24-2 視野検査スコアの関連を検討し、better eye, 

worse eye 別に QOL を維持のための MD 値、VFI 値の境界値を推定した（同、図 1B）． 

図 1A                        図１B 

       

２）緑内障患者の視力と形態、機能変化に関する研究：緑内障患者においても視力は QOL に強く

関連し、乳頭・黄斑領域に相当する特定の視野領域の感度閾値が維持されることが必要であるこ

とを報告した（図 2A、鎌田、他：第 125 回日本眼科学会総会）．視力が維持されている緑内障眼

の視野パターンに相当する OCT 所見を En Face 処理し、網膜神経線維束を観察する方法は QOL に

強く関わる中心 10°内視野の推定に有効であること、視力および中心窩閾値低下の推定に有効

であることを報告した（図 2B,2C, Iikawa R et al. PLOS ONE, 2021）． 

図 2A     図 2B            図 2C 

３）OCT Angiography（OCTA）による緑内障眼の血管変化に関する研究：OCT によって血管像を

描出する方法は OCTA と呼ばれ、この数年で飛躍的に標準的検査法の一つとなった．緑内障眼で

循環、血管の変化が生じていることに関しては古くから報告されているが、その病態、視神経障

害への病院機構への関与は不明である．すでに私たちは OCTA を用いて広義 POAG 眼では視神経

乳頭周囲毛細血管網の減少し血管密度（FD, flow density）は網膜神経層厚、視野障害と高く相



関することを報告した（図 3A、Igarashi R et al:PLOsOne, 2017）．さらに広義 POAG 眼では黄

斑部毛細血管網の減少があり、さらに中心窩無血管領域(FAZ）の拡大、変形が生じており、黄斑

部の視野障害と強く関連することを報告した（図 3B、Igarashi R, et al: J Glaucoma, 2021）．

現在、前視野緑内障の病期においてすでに黄斑部 FD が低下していることを発見し、分析を継続

している． 

図 3A                       図 3B 
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